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◆ １１１１１１１１月月月月ののののトピックストピックストピックストピックス    

○ タイ「トラベラーズコンパニオン」誌を招請 （１１月１日～７日：福岡、大分、鹿児島） 

タイで最も歴史ある旅行月刊誌「トラベラーズコンパニオン」誌の取材班を招請し、鹿児島県の「第６０

回おはら祭り」、大分県の「竹宵」、臼杵市、杵築市など、情緒感あふれる九州

の風景の取材が行われました。記事は２０１２年１月と２月の計２回掲載され

る予定であり、同年２月下旬にバンコクで開催される旅行博「Thai 

International Travel Fair 2012」出展に向けて雑誌を活用した情報発信を行

い、九州への誘客拡大を図ります。 

 

○ 中国「九州インバウンドビジネスフォーラム２０１１」を開催 （１１月４日～９日：九州各地） 

 訪日旅行に実績のある中国各都市（上海・北京・広州・深セン・青島・大連等）の有力旅行会社及びメデ

ィア計５０社を招請し、九州各地の視察旅行及び観光説明会・商談会を内容と

する「九州インバウンドビジネスフォーラム２０１１」を実施しました。視察

は中国側の参加者が地域ごとに５コースに分かれて、温泉・お祭・列車などの

テーマで九州各地の観光地を訪れ、悪天候にもかかわらず精力的に各地を回り

ました。今回の視察を契機に、旅行商品の造成が増えることが期待されます。 

また、８日に福岡市内で開催した観光説明会・商談会では、新たに就航する

春秋航空の佐賀・上海路線やハウステンボスが運営する長崎・上海航路などでアクセスがより便利になった

九州をＰＲしたほか、中国の旅行会社と九州の参加者約１３０名が活発な商談、情報交換を行いました。こ

のほか、会場では九州の物産をＰＲするブースを併設し、観光及び物産面から中国側に向けて強く九州を訴

求することができました。 

 

○ ２０１１年度「第２回理事会」を開催 （１１月１０日：福岡市） 

 機構の２０１１年度「第２回理事会」を開催し、事務局から以下の議案等につ

いての説明を行いました。議案は審議の結果、原案どおり承認されました。 

＜議案：審議事項＞ 

・役員の選任（案）、評議員の選任（案）、顧問委嘱の承認（案）、観光アド 

バイザーの委嘱（案）について     

・２０１１年度補正予算（案）について 

＜報告事項＞ 

・２０１１年度事業実施状況、「総合特区」申請、「なないろ九州バス」運行状況（上期）について  

審議では、２０１２年度ＶＪ事業予算確保での九州各県と連携した国への働きかけ、大公網を使った九

州観光情報の発信、観光戦略としてのＭＩＣＥへの取り組み、今年１１月から運航開始した長崎・上海航

路のＰＲ等について貴重なご意見をいただき、今後の機構の取り組みに生かしていくことにしています。 
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○ 韓国「ＫＢＳ２ＴＶ映像アルバム山」が九州を取材 (１１月１１日～１４日：福岡、熊本、大分) 

韓国で日曜日の朝、国内外の山を紹介する番組として人気がある「ＫＢＳ２ＴＶ映像アルバム山」が日本

のトレッキングの情報を発信するため、日本１００名山の一つである祖母山の

取材を行いました。取材期間は好天に恵まれ、祖母山のほか、原尻の滝、高千

穂峡、阿蘇外輪山、菊池渓谷で撮影が行われ、登山以外での九州観光の魅力を

十分にＰＲすることができました。登山人口が約１０００万人と言われている

韓国では、年々登山やトレッキングを目的にした旅行が増えてきており、今後

も山と観光地を連動させた九州の魅力のＰＲを行っていきます。 

 

○ 台湾「第１９回台北国際旅行博（ＩＴＦ２０１１）」に出展 （１１月１１日～１４日：台北市） 

台湾最大の旅行博覧会である「第１９回台北国際旅行博（ＩＴＦ２０１１）」に出展し、旅行会社及び一

般市民向けに九州の観光ＰＲを行いました。今回は出展場所が従来の１号館に

加え、ホテル・施設の出展のため３号館まで拡大し、６１か国・地域８５０団

体の参加、過去最多の２５１,２３１人の来場者となりました。 

九州ブースでは、楽しい列車の旅をテーマに、イメージ喚起のためのモデル

コース４本（福岡イン・アウト２、宮崎イン・アウト１、宮崎イン・福岡アウ

ト１）を掲載するフリーペーパー５千部を準備・配付するとともに、これに関

連するブース装飾、別会場でのプレゼンテーション等を行いました。ブース内でのスロットゲーム実施では、

連日順番待ちの行列が見られ、それ以外の時間帯でも九州の情報を求めてブースを来訪する方が多数あるな

ど大盛況となり、機構や各県等が準備した観光パンフレット類は連日品切れになりました。 

 

○ 「キレイになる九州旅体験女子会」を開催  （１１月１４日：東京） 

首都圏在住で、旅行好き、九州旅行への興味を持っている２０代～３０代の女性層をターゲットに「行き

たくなる九州」を印象付け、実際に九州旅行を喚起することを目的に「キレイ

になる九州旅体験女子会」を開催し、１８９人の参加がありました。 

お台場の会場では、九州各県の選りすぐりの食材を現地から取り寄せて使っ

たディナーのほか、九州７県体験ブース内での各県自慢のご当地アイテム＆ス

イーツを味わってもらいました。後半のトークショーでは、はしのえみさん（鹿

児島県出身）、当機構温泉ブログを担当している花田伸二氏をゲストとして、

九州のバラエティ豊かで個性を楽しむ旅のポイントを地元出身者の視点から紹介し、九州の魅力の一端を体

験してもらいました。今回のイベントは、九州に赴くきっかけづくりとなり、メディアを活用した情報発信

を行いました。 

 

○ シンガポール「クルーズ・シッピング・アジア２０１１」に出展 （１１月１６日～１８日：シンガポール） 

 シンガポールで開催されたクルーズ専門の展示会「クルーズ・シッピング・アジア２０１１」に九州ブー

スを出展し、各国のクルーズ船社等に対し九州各地の港や観光地の魅力をＰＲ

しました。今回の出展では、観光庁、日本の各出展者と連携してクルーズ業界

のキーパーソンを招いてイベントを実施し、オールジャパンでのクルーズ船誘

致にも注力しました。 

九州への外国人観光客誘致においては、クルーズ船は中国市場を中心に大き

なウエイトを占める重要な旅行手段であるため、今後も、積極的に誘致に取り

組んでいる九州各地の港及び観光関係者と連携しながらＰＲ等を行っていきます。 
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○ 韓国・インターネット系旅行会社を招請 (１１月１６日～１１月２０日：九州各地) 

ソウルを中心としたインターネット系旅行会社のオペレーターを招請し、個人旅行向けの九州観光を体験

してもらいました。参加者は各自で作成した九州各県を巡る観光スケジュールに沿って、公共交通機関を利

用して移動し、事前に調査したご当地グルメや観光地・温泉を楽しむ個人旅行を体験しました。この実体験

は、今後の販売促進に役立ててもらう機会となり、年々増加している個人旅行の誘致につながるものとみて

います。 

 

○ ２０１１年度「九州各県観光ボランティアガイド連絡協議会代表者会議」を開催（１１月１８日：福岡市） 

九州各県の観光ボランティアガイド団体間の情報交換・交流拡大、広域連携を目的として、機構主催によ

る「九州各県観光ボランティアガイド連絡協議会代表者会議」を開催しました。 

今回の会議は、各県内のガイド団体の連携強化等で重要な役割を担う九州７

県の観光ボランティアガイド連絡協議会の代表者及び九州各県の観光ボラン

ティアガイド関係担当者が集まり、機構から２０１２年２月、大分県で開催す

る「第５回九州観光ボランティアガイド大会 in おおいた」、地域活性化総合

特別区域「九州観光“おもてなしの輪”創造特区」の指定申請についての説明、

同連絡協議会の活動等についての意見交換を行いました。 

同連絡協議会の代表者からは、外国人に九州観光案内を行うガイド不足に対応した特区ガイドの各県への

紹介、活用等のアドバイスの要望や、外国語ができるガイドの募集は報酬面等から容易ではないため特区ガ

イドに期待する意見が寄せられました。今後も代表者会議を年１回開催し、九州７県の観光ボランティアガ

イド活動の情報共有とともに、九州が一体となってガイドのあり方を考えていくことにしています。 

 

○ 「九州観光“おもてなしの輪”創造特区」 ヒアリングに対応  （１１月２１日：東京） 

 当機構と九州７県が共同で申請した地域活性化総合特別区域「九州観光“おもてなしの輪”創造特区」に

ついて、内閣官房地域活性化統合事務局によるヒアリングが実施され、大分県

とともに臨みました。ヒアリングでは、「外国人留学生の資格外活動の規制緩

和が無い場合の事業実施」の質疑で「規制緩和が不可能でも留学生を活用」と

答えるなど、活発なやり取りが行われました。 

今回の特区申請については、九州で１１箇所が申請しましたが、既に 7箇所

が篩いにかけられており、今年１２月末には特区指定が決まる予定です。 

 

○ 香港・旅行会社等を招請 （１１月２１日～１１月２５日：九州各地） 

香港から九州への定期便を有するキャセイパシフィック航空及びドラゴン航空の指定旅行会社８社及び

香港の一般紙等メディア３社を、団体旅行向けコース及びＦＩＴ向けコースの

２コースに分けて招請しました。今回の招請では、東京・大阪・京都を訪問済

みの訪日旅行リピーターを増やすため、他地域との差別化を図りました。 

団体旅行向けは、別府、阿蘇、指宿等に加え九州新幹線と果物狩り、ＦＩＴ

向けにはハウステンボス、武雄温泉、熊本城等に加え、「あそぼーい！」と農家

民泊を体験していただき、参加者には好評でした。 

 

 

 

 

九州観光推進機構

九州観光
“おもてなしの輪”
創造特区
～特区ガイド導入から始める「九州アジア観光戦略」の遂行～

1

平成23年10月14日（金）

地域活性化総合特区申請について
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広島 

福岡 

○ 「ＶＩＳＩＴ ＪＡＰＡＮ  トラベルマート２０１１」に出展 （１１月２２日～２３日：横浜市） 

 観光庁および日本政府観光局が主催する、大型インバウンド商談会「VISIT JAPAN ﾄﾗﾍﾞﾙﾏｰﾄ 2011」に出展

し、アメリカ、カナダ、フランス、ロシア、デンマークをはじめ、アジア各国の

旅行会社、メディア向けに九州観光のＰＲを行いました。当日の商談会には、海

外の旅行会社２７０社、メディア３０社、日本側旅行会社３７０社が参加し、大

盛況でした。 

また、当イベント併催の日本国内各地へのファムトリップでは、九州コースに

多数の応募があり、認知度とともに注目度も向上していることが感じられました。 

 

○「平成２４年度上期観光素材説明会・相談会」を開催 （１１月２４日：広島、２９日：福岡） 

 「平成２４年度上期九州観光素材説明会・相談会」を広島、福岡で開催しました。広島では、ＪＡＴＡ中

四国事務局の後援により「温泉＆食」をテーマに、映画の九州ロケ地、ドラゴン

ボールなど新しい情報を取り入れながら九州７県による説明を行いました。旅行

会社１３社・マスコミ３社の計７４名の参加があり、説明会後の相談会では、旅

行会社が各県のブースを回り熱心なやり取りが交わされました。広島地区からの

九州への誘客は前年比１５０％増となっており、今後もより多くの観光客誘致が

期待できます。 

 また、福岡では、会場を百道浜から天神に変えて開催し、繁忙期にもかかわら

ず旅行会社１１社３２名、その他計６５名の参加がありました。相談会では、予

定の時間をオーバーするやり取りとなり、地元の旅行会社等との連携強化を図る

ことができました。地元を大事にすることはおもてなしの心に繋がり、九州への

誘客に結びつくことが期待されます。 

 

○ 平成２３年度第２回「九州各県海外誘致担当者会議」を開催 （１１月２８日～２９日：佐世保市） 

今年度第２回目の「九州各県海外誘致担当者会議」を長崎県のハウステンボスで開催し、機構、九州運輸

局及び各県の今年度事業実施状況、来年度計画について意見交換等を行いました。 

今年度は外国人入国者数が東日本大震災等の影響により前年割れの状況が続い

ており、風評被害の払拭や九州旅行商品造成のため、九州各県の関係者が連携し

た各種の取り組みを報告するとともに、今後実施すべき取り組みについての提案

や情報提供をしました。  

今回の会議の意見等を踏まえて、今後も九州各県などの関係者と連携した海外

プロモーション、海外からの観光客受け入れ体制の整備支援に取り組んでいきます。 

 

○ 中部国際空港利用促進協議会「国内教育旅行説明会」に参加 （１１月３０日：名古屋市） 

中部国際空港利用促進協議会主催により「国内教育旅行説明会」が開催され、北海道・宮城・沖縄地区及

び航空会社２社（ＡＮＡ、ＪＡＬ）とともに参加し、現地では愛知県及び近隣県

の高等学校１８校１９名、旅行会社３社５名が出席しました。 

九州のプレゼンテーションでは、九州の教育旅行素材と中部国際空港（セント

レア）を発着地とするモデルコースの説明を行い、その後のワークショップでは、

参加者からの問い合わせへの対応及び意見交換を行いました。九州外で修学旅行

を実施している高校へのＰＲは概ね好評であり、今後の九州への教育旅行の増加につながるものと期待され

ます。 
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○ オズマガジン１２月増刊号に「九州女子旅」を掲載 （１１月） 

スターツ出版の取材に協力し、１１月２日発行の首都圏女性情報誌「オズマガジン」冬の旅１２月増刊号

（９万部）に、九州の温泉・スイーツ・パワースポットの３つのテーマで巡る「九州女

子旅」が８ページの特集で紹介されました。この雑誌による紹介は、首都圏女性の九州

旅への関心をより高めるものと期待されます。 

①一度は行きたい憧れの温泉地へ【熊本（黒川）、大分（湯布院、別府）】 

②スイーツ天国・シュガーロードを行く【長崎、佐賀、福岡（小倉）】 

③神話の世界に浸る心すっきりパワーチャージの旅【宮崎、鹿児島】 

 

○ 「九州イベント集 冬号」を発行 （１１月） 

１２月～２月の期間に九州各地で開催される様々な祭りやイベント情報をタイムリー

に使い勝手の良い形でまとめた「九州イベント集 冬号」を制作しました。このパンフレ

ットは、当機構のイベントでの配布のほか、大阪梅田駅の機構ブース等に設置し、九州旅

行の選択、九州でのもう一か所観光、もう一泊を促していきます。 

 

 

◆ 九州観光推進機構九州観光推進機構九州観光推進機構九州観光推進機構からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    

○ 「おもてなしフォーラム２０１２ ｉｎ 九州」の開催について  

当機構の主催により「おもてなしフォーラム２０１２ in 九州」を開催します。このフォーラムは、経営・

管理・現場に携わる様々な方々を対象に「基調講演」「分科会」を行い、幅広いテーマである「おもてなし」

の重要性について理解を深めていただくものです。ご参加をお待ちしております。 

１．開催日時   平成２４年１月２６日（木）１３：００～１５：３０（受付 １２：００～） 

２．会  場   アクロス福岡（福岡市中央区天神１丁目１－１）  

３．参加費用   機構会員企業・団体の参加は無料、その他の一般参加は 1,000 円 

４．テーマ、講師 

    (1)基調講演   13:10～14:10   

            「ＪＲ九州のサービス改善の取り組み」 

九州旅客鉄道株式会社 代表取締役会長  石原 進 氏 

    (2)分科会    14:30～15:30  ＊いずれかの分科会への参加となります。               

①「真・報連相で“おもてなし”が変わる! ～情報によるマネジメント～」 

日本報連相センター本部付講師・関西支部長 中冨 正好 氏 

②「自己発見とおもてなしコミュニケーション“コーチング・スキル入門”」 

日本コーチ協会福岡支部元支部長 鮫島 宗哉 氏 

③「おもてなしは対話で深める ～現場の言いたいこと、現場に言いたいこと～」 

特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会監事 田坂 逸朗 氏 

     ④「接客、おもてなしの心を学ぶ ～ホスピタリティ５原則とは～」 

ＪＴＢビジネスサポート九州 専任講師 安富 まり子 氏 

       ５．募集方法   専用ＷＥＢページ（九州観光推進機構ＨＰトップページの「おもてなしフォー 

               ラム」バナーをクリック）または専用申込書のＦＡＸ（092-726-2384）による 

お申込み     
＊定員になり次第締め切りとなりますので、お早目にお申込みください。 

６．お問合せ先  九州観光推進機構 企画部 藤本、杉島  TEL 092-751-2943  
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○ １２月以降月以降月以降月以降のののの主主主主なななな予定予定予定予定        

・「まちあるき観光セミナー」開催 （１２月１日～２日：鹿児島県薩摩郡さつま町） 

・中国・有力メディア（ファッション誌）幹部等招請 （１２月３日～６日：鹿児島、熊本、福岡） 

・タイ・旅行会社招請 （１２月５日～１１日：福岡、佐賀、長崎、熊本、宮崎、鹿児島） 

・中国・天津市教育関係者等招請 （１２月８日～１２日：九州各地） 

・「西日本広域観光ルート開発 旅行会社ファムトリップ」実施 （１２月１２日～１７日：九州各地） 

・「九州観光セミナー」参加 （１２月１４日：新潟市） 

・「九州各県国内誘致担当者会議」開催 （１２月１５日：福岡市） 

・「東北・九州・沖縄合同観光展」開催 （１２月１７日～１８日：大阪市） 

・タイ・テレビ局招請 （１２月１７日～２３日：福岡、長崎、熊本、大分） 

・「九州教育旅行現地視察会」実施 （１２月２３日～２５日：長崎、佐賀、大分、福岡） 

・「おもてなしフォーラム２０１２ ｉｎ 九州」開催 （１月２６日：福岡市） 

・韓国・地方都市旅行会社マスコミ関係者等招請 （１月：九州各地） 

・台湾・テレビ局（民視）招請 （１月：福岡、熊本、宮崎、鹿児島） 

・香港・テレビ番組「ジャパナビ」招請 （１月：福岡、熊本、鹿児島） 

・「第５回九州観光ボランティアガイド大会 in おおいた」開催 （２月９日～１０日：大分） 

・タイ「Thai International Travel Fair 2012」出展 （２月２３日～２６日：バンコク） 

・シンガポール「ＮＡＴＡＳ」出展 （２月２４日～２６日：シンガポール） 

・中国「２０１２日本商品直送 in 中国」出展 （３月２日～４日：上海市） 

・2011 年度「第３回評議員会」開催 （３月８日：福岡市） 

・2011 年度「第３回理事会」開催 （３月２２日：福岡市） 

・韓国・九州オルレコース発表会・視察に係る招請 （３月：九州各地） 

 

 

 

 

◇◇お問い合わせ先◇◇ 

九州観光推進機構 企画部 松尾 

TEL：092-751-2943  E-mail：info@welcomekyushu.jp 


